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乾式クラッチの摩耗限度3
表4

253 354 454 55 70 80 100 120 140 160形　番
DS

フェーシング
材　　質（M）
フェーシング
材　　質（T）

1枚当り摩耗代〔mm〕
摩耗限度までの総体積〔cm3〕
1枚当り摩耗代〔mm〕
摩耗限度までの総体積〔cm3〕

1.0 1.0 1.0 1.2 1.5 1.5 1.2 1.2 1.5 1.5
3.56 8.93 14.7 32 63.6 88.2 137 228 378 489
1.0 1.0 1.0 1.0 1.4 1.4 1.2 1.2 1.5 1.5
3.56 8.93 14.7 33.4 74.2 103 137 228 378 489

使用上の注意�
取扱上の注意

クラッチ本体
クラッチはたたいたり、落としたり又は無理な力
を加えますと、打傷や変形を生じますので取扱いに
注意してください。

摩擦面
乾式のクラッチは摩擦面を乾燥状態で使用する必
要があります。摩擦面に水や油が付着しないよう取
扱ってください。

ボルト類�
ゆるみ止め処置�

カップリングイン口一部同心度：0.1T.I.R以下�
はめあい公差：H8・h7（JIS B 0401）�

カップリング取付け�
ボルト締めのほか、ノックピンを併用�
 （現合加工）�

カップリング及び取付ボルトとクラッチ本体のクリアランス�
 ：2mm以上（位置関係）�
カップリング、取付ボルトとクラッチ本体の接触は不可�

1～2mm

軸の公差：h6（JIS B 0401）�

図5 クラッチ本体とカップリングの位置関係

取付上の注意
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操作方法
レバー操作

図6に示すようにシフタフォークをレバー操作する
ことによりクラッチのシフタプーリを動かします。

レバー比の設定
人力で操作する場合、操作力が200N程度以下に
なるようレバー比を決めて下さい。

ストッパー、ロック装置の設定
シフタフォークには、シフタプーリのストローク
に合わせてストッパーを設けて下さい。又、振動や
レバーの自重で抜ける恐れがある時は、ロック装置
を設けて下さい。

押込力の設定
油圧又は空気圧シリンダで操作する場合、押込力
のバラツキを考慮し、カタログ記載値の2倍程度で
選定して下さい。又、油圧（空気圧）を制御してク
ッションスタートさせるような場合は、３倍程度で
選定して下さい。

焼付き防止
シリンダのストロークとシフタプーリのストロー
クが合わない場合、焼付き防止のため必ずストッパ
ーを設けて下さい。

シフタプーリの潤滑
シフタフォークとシフタプーリの間にシフタピー
ス、又はシフタリングを入れます。乾式の場合は、
グリース潤滑をする必要上、リングにして下さい。

シフタレバー�

シフタプーリ�

シフタフォーク�

支 点�

シフタピース�

図6
図7 シフタリング（乾式用）
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パイロットベアリングにより心出を行う�

装着例

DS形乾式機械多板クラッチを突合せ軸に使用し、パイロットベアリングによって心出しをした基本例

図8


